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要　　旨

　織物や編物製品の品質管理において検反工程は必要不可欠である。しかし，あらゆる種類の欠陥に対して幅広く対応

できる検出技術はまだ未確立であるため，人間の優れた欠陥検出能力に頼っている現状がある。そこで本研究では，未

知の織物デザインであっても人によるアノテーションを不要とする自動学習システムを想定し，欠陥領域が含まれてい

る未分別のデータで訓練を行っても欠陥領域の分割性能を向上させる機械学習法の提案を行った。すなわち，本研究で

は訓練データの純度が保証されない場合における，教師なし学習向けの新しい構造のオートエンコーダを提案した。こ

のオートエンコーダは，対象領域が周辺領域から再構築されることと，同時にL2誤差を予測するという，二つの独特

な特徴を有している。このモデルの優位性は，異常領域のあるナノファイバーSEM画像群を対象としてAUC値を算出

することにより検証した。訓練データに異常データを混入させた我々の実験結果では，前者の特徴が訓練データの汚染

に対する頑健性を改善し，後者の特徴が精度を改善することを示した。この手法は最高水準の精度を達成しなかったが，

実用上ではアノテーションのコストを減少させることができる。更に，西陣織画像へ適用したところ，ある種のテキス

タイルに対しては良く機能することがわかった。

（本研究は，Journal of Textile Engineering, Vol.66, No.3, 47-54（2020）に掲載された。）


